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２月１４日（火）０９：３０～１０：１５
第２回検数労連１７春闘交渉

両協会に対し、職場懇談会を申し入れる。


第５２８号





次回交渉（未定）


第３回検数労連１７春闘交渉は、中央港湾団交の推移を見ながらの開催となります。





















































状や仕事のあり方など、職場段階での懇談を通じて、相互理解を深める目的もあります。


　懇談の主な内容としては、左記のとおり『取り組み指示』が出されますので、各地域での取り組みをお願いします。





【長時間労働対策について】


現在、社会的に『長時間労働』が問題視されています。


　組合は両協会に対し、次回交渉


までに、『長時間労働に対する対策・対応』を求めていきます。























　２月14日（火）蒲田日港福会館で、第２回検数労連１７春闘交渉を開催し、組合は両協会に対し基礎数字の提示を求めました。


　両協会の基礎数字の特徴では、平均年齢（日検：３４才、全検３８才）と若手が主体となっている企業になっていることが伺えます。


　また、第２回交渉では、両協会に対し、各地域での『職場懇


談会』の申し入れも行いました。


　春闘と言えば、賃上げだけがク


ローズアップされがちですが、今春闘を通して、検数のおかれた現










































































職場懇談会の取り組み指示


掲題に関し、いま、海運業界は世界規模での物流変革にともない、船社の経営破綻、集約、合併、経営統合、アライアンスの再編などにより港湾運送事業の周辺環境は逆風ともいうべき厳しい状況になっている。


このような、厳しい港湾情勢のもとで、当然、職場においても、検数を取り巻く情勢、そして、検数事業が果たしている役割や必要性、重要性等についての情報発信と共有化は「仕事と収入の確保」運動に連動する重要課題となっている。また、検数業務のスキルアップをめざすべく人材育成等の取り組みについても検数事業の将来的基盤を盤石にさせていくためにも極めて重要な取り組みの一つとなっている。


ついては、それぞれの企業内の職場状況を考慮したうえで、下記の基本的事項を参考にしながら17春闘期間中において「職場懇談会」等を取り組むよう指示する。





記


１．支部・事業所・職場において職場懇談会等を申し入れ、実施すること。





２．職場懇談会の内容（基本事項）


　①　現在および今後の経営状況、経営環境の共通認識をはかること。


　②　支部収支状況と諸課題の取り組み。


　③　人材育成に向けた研修等の取り組み。


　④　長時間労働の解消と時間外労働の平準化の取り組み。


　⑤　職場諸課題について。





３．取り組み期間


　　2017年2月15日（水）～ 4月24日（月）までの期間とし、協議内容については、各地域労連（支部）で取りまとめ、中央本部にメール等にて報告すること。


以上











































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


